中国銀行業の経営構造 -- 確率的費用関数による4大国有銀行と株式制商業銀行の比較分析 by 黄 鶴 et al.
中国銀行業の経営構造 -- 確率的費用関数による4
大国有銀行と株式制商業銀行の比較分析
著者 黄 鶴, ハスビリギ, 竹 康至
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing







































































































































































































なかった。2003 年の時点でも 20 パーセント超
の不良債権比率となっていた［経済産業省 
2006］。2003 年 10 月の第 16 期中央委員会第 3
回全体会議では，4大銀行の株式制転換方針が


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の X 非 効 率 性 を 計 測 し た Fu and Heffernan
［2007］があるが，その分析では効率性以外の
面では 4大銀行と株式制銀行を区別していない。





Guo, and Zhang［2007］では，1997〜2004 年の
4大銀行と 11 株式制銀行を同じサンプルに入


































































（X3）を用い，X1 の価格 P1 には平均資金調達費

















における X は，可変費用関数を P で偏微分し






k＝ 1Pk Xk（Y1, …, Ym, P1, …, Pn）
   ＝C（Y1, …, Ym, P1, …, Pn）
m は生産財の種類である。ここで費用関数を
対数化する。
ln C＝（ln Y1, …, ln Ym, ln P1, …, ln Pn）












































































































∂ln Yk∂ln Yj ， ~ k j＝
∂2C（0）
∂ln Yk∂ln Pj ，l k j＝
∂2C（0）
















































































































































































 ［g12＋（b1＋g11 ln y1＋g12 ln y2）（b2＋g12 













i＝1［bi＋ nSj＝1gij ln yi］
つまり，本稿では以下のように表される。










































た Model 3 では，株式制銀行だけではなく 4大
銀行も価格一次同次制約を満たす必要があるの
で，一次同次制約が b3＋b4＋b5＝1 と f3＋f4＋f5
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質性は Model 3 で，F 検定により帰無仮説 f0 〜




Model 1 と 2 の推計式の残差部分は，誤差項
u と非効率性 m の合成分布になり，誤差を表す
正規分布と，非効率性を表す片側正規分布の合
成分布を最尤法で推定する必要がある。そこで






























































をもつことが確認された上で，1.188 と 1 を超
えており，規模の不経済が観測された。範囲の





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注） ***，**，* は，それぞれ１％，５％，10％有意を表す。su は片側正規分布，sn は正規分
布の標準偏差である。SN と Sp に関して検定する帰無仮説は，それぞれ SN ＝1と Sp ＝0で













































































































































































（注） ***，**，* は，それぞれ１％，５％，10％有意を表す。SN と Sp に
関して検定する帰無仮説は，それぞれ SN ＝1と Sp＝0である。SN と







が示唆された。特に，b4＋f4 は 0.032 と 0 に近
い値になっており，4大銀行のみをサンプルに
含む Model 2 の 0 に近い値の b4 と整合的であ
る。また g11＋f6，g12＋f7，g22＋f8 の符号は，
Model 2 の g11，g12，g22 の符号と同じで値も近い。




の同時有意性の F 検定は 1パーセント以下で
有意であり，Model 3 の推定結果からは 4大銀
行と株式制銀行は異なる費用関数をもつことが
確認された。
株式制銀行の規模弾性値 SN は 1.357 であり，





一方で，4大銀行の規模弾性値 SN は 1.163 であ
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